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●打田の田んぼの草刈り 20日 最後の作業 深田 播川 森島 芳川 山村 青代    

季節が田植えの時期となりそれぞれの畔の草刈りがきれいに進められています。里山の会もこの時

期になると打田の田んぼの草刈りを行ってきました。先週号で今年から田植え体験を中止すること

になりましたが、長年お世話になって、「はいそれまでよ」ということではあまりにも無責任な行

為になるのではないか判断して、そのお礼感謝の気持ちを表して最後の草刈りを行い、名残は惜し

いですが、始めた時よりもきれいにしてお返しをしようと草刈りを呼び掛けて実施しました。約 1

時間 30分でイノシシの枠内はきれいにできました。翌日には長年お世話になった山本さんに一応

報告をして、感謝の気持ちを伝えました。趣旨ご理解いただき、ご参集いただきました方々ありが

とうございました。 

 

●竹蛇籠水制の生き物調べ 22日   

昨年の 10月に竹蛇籠を設置して数回の冠水と増水に会いましたが流されることもなく無事に設置

した姿が維持できていました。まもなく増水の時期を迎えますので、それまでにできるだけ丁寧な

生き物調べを目的に実行しました。竹門先生のご都合もあって二転三転しましたが、22 日の日曜

日に実行しました。当初は数人ではないかと見込んでいましたが、なんと 40人近くの参加者が集

まっていただきました。竹門先生から竹蛇籠設置の目的や今日の計画についてお話を聞きました。

同時刻に同じ河川敷で京田辺市の防災訓練が実行されていて挨拶に出席されていた淀川河川事務

所の桑島所長にも挨拶をいただきました。約 1時間 30分の調査を行って、捕獲できた生き物を数

えると魚やエビなど 20種類が確認できました。特に環境省のレッドデータブックでは絶滅寸前種

Ⅱ類に指定されている「コオナガミズスマシ」が捕獲されていました。大発見です。今回捕獲され

た生き物のほとんどは、竹蛇籠の設置によって新しいすみかとなる石の隙間やたまった泥、洗われ

て出てきた石など新しい環境が生まれたので集まってきている様にみえました。また反転流ができ

て水面が静かな形になっていたので、貴重な生き物「コオナガミズスマシ」の好む状況が出現した

と説明がありました。そして、いよいよ解散というときにコクチバスが近寄ってきました。投網を

打つと捕獲ができました。体長 41㎝のかなりの大物で、解剖するとヌマチチブ数匹が現れました。

竹蛇籠の出現によって食物連鎖が作られているということもわかりました。短時間の調査でしたが、

竹蛇籠の設置で川の環境の変化が生まれ、効果が分かりました。 

 

●レンリソウ観察会 21 日  今年のレンリソウの開花は 5 月初旬に見られ、随分早かったので

す。この調子だと予定していた 21日には開花は見られないだろうと予想していた通りとなりまし

た。これまで観察会が開花前であったり、随分と難かしかったのですが、今回は開花後となるなど

季節の変化を読み切れませんでした。 

 

●マラソン本部会場 草刈り 19日  マラソン会場の本部席の雑草の生育はいつになく早く18

日には 1mを超えるぐらいに成長しています。この調子だと大きくなりすぎるので、早速草刈りを

行いました。東の水辺の土手には葛がしっかりツルを伸ばしていました。東部分約半分を刈り終え

ました。 

 

●本部会場と南駐車場の通路 完成する  木津川マラソン大会は手づくりを基本にしています

が、安全で頑丈な仮橋の設置は難作業なので、毎年苦労してきました。今回敷石の撤去があってそ



の残土を使って大きな溝を埋め戻していただき通路ができました。 

 

●親子自然観察会 6月 4日（土） 9時 30分～12時 せせらぎホールにご集合ください。昨年

は草刈が行われてしまって、昆虫しらべに苦労しましたが、草刈時期の調整を行いました。生き物

がきっと出迎えてくれるでしょう。 

午後からは、13 時 00 分～14 時 里山農園でオオムラサキの観察を行います。新しい観察台が完

成しています。オオムラサキの幼虫がエノキの葉にくっついているでしょうか。期待に胸が膨らみ

ます。楽しみです。 

 

●蛍夕べと里山音楽会 多数のご出席を 結成 20周年記念集会を合わせて開催   

6月 11日（土） 13時から受付が始まります。どなたでもおこしください。里山農園の 1号地 2

号地への通路の確保には一挙に到達できなくて 2 年目にやっと現在の 2 号地に到達できました。

通路を切り開くだけでも先が見えない大仕事で、2号地の田んぼの大きさもわからず、前の足元の

安全もわからず、腰を引いてこわごわ切り開いたものです。人がやっと通れる通路を作って徐々に

幅を広げ、1号地らしいところの笹竹を切り開き、それを腐らせたり燃やしたり後始末に手を焼き

ながら開拓を行って、岡本さんが随分と手を尽くして通路確保に時間をかけていただきました。イ

ノシシの枠を作って今日の里山農園になりました。こうした 10数年にわたる苦労してきたフィー

ルドの形が一応整ってきましたので、結成 20周年記念を里山の会らしく里山農園で開催すること

にしました。「里山音楽会」と「蛍の夕べ」と合わせてメーンに「お茶会」を取り組んで楽しみ・

祝いたいと思います。これまで里山の会にかかわっていただいたすべての皆さんにご案内を差し上

げることにいたしました。特に高価なお茶碗を借用させていただくことができますので、最高のお

もてなしになるのではないかと思います。万難を排してご出席をお願いします。これほど豪華な取

り組みは、今後なかなか難しいと思っています。  おもてなしの準備もございますので、ご出席

ご参加いただける場合には、ご連絡をお願いいたします。当日ご参加もお受けいたしますが、品不

足も考えられますので、その節にはご寛大なお心でご容赦お願いいたします。 

なお参加費 700 円ご用意お願い申し上げます。（お点前と夕食をご用意します）。アルコール類

は持ち込みも含めてご遠慮しています。駐車場は 40台分あります。 

 

プログラム   

10：00スタッフ集合 会場設営  ジャガイモ掘り  13：00受付開始   13：30祝賀会 

14：30お茶会  15：30里山音楽会  17：00里山ディナー  18：30ビデオ鑑賞 お楽しみ

催し  19：30ホタル観賞へ（場所移動）  雨天決行（警報発令時は中止） 足元は雨対策を 

長靴・ブーツが最適 

ジャガイモ・玉ねぎ即売も企画中 


